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成
30
年
に
成
立
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

「
気
候
変
動
影
響
」
と
は
、「
気
候
変
動

に
起
因
し
て
、
人
の
健
康
又
は
生
活
環

境
の
悪
化
、
生
物
の
多
様
性
の
低
下
そ

の
他
の
生
活
、
社
会
、
経
済
又
は
自
然

環
境
に
お
い
て
生
ず
る
影
響
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
気
候
変
動
適
応
」

と
は
、「
気
候
変
動
影
響
に
対
応
し
て
、

こ
れ
に
よ
る
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
そ

の
他
生
活
の
安
定
、
社
会
若
し
く
は
経

済
の
健
全
な
発
展
又
は
自
然
環
境
の
保

全
を
図
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
気
候
変
動
適
応
の
分
野
と
地
域
社
会

　

環
境
省
が
平
成
30
年
に
ま
と
め
た

「
気
候
変
動
適
応
法
の
概
要
」
に
よ
れ

ば
「
適
応
の
総
合
的
推
進
」
に
向
け
た

７
分
野
と
し
て
、自
然
災
害
に
加
え
て
、

農
林
水
産
業
、
水
資
源
・
水
環
境
、
自

然
生
態
系
、
健
康
、
産
業・経
済
活
動
、

国
民
生
活
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、「
高
温
耐
性
の
農
作
物
品

種
の
開
発
・
普
及
、
魚
類
の
分
布
域
の

変
化
に
対
応
し
た
漁
場
の
整
備
、堤
防・

洪
水
調
整
施
設
等
の
着
実
な
ハ
ー
ド
整

備
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の
促
進
」

等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
令
和
５
年
に

「
熱
中
症
予
防
対
策
の
推
進
」
が
追
加

１
．
二
つ
の
気
候
変
動
対
策
―
「
緩
和

と
適
応
」

　
気
候
変
動
対
策
に
は
、
大
き
く
分
け

て
「
緩
和
」（m

itigation
）
と
「
適

応
」（adaptation

）
の
二
種
類
が
あ

り
ま
す
（
図
）。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
13
・
３
で
は
「
気
候
変
動
の
緩
和
策

と
適
応
策
、
影
響
の
軽
減
、
早
期
警
戒

に
関
す
る
教
育
、
啓
発
、
人
的
能
力
、

組
織
の
対
応
能
力
を
改
善
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。

　
ま
ず
「
緩
和
」
と
は
、
気
候
変
動
を

引
き
起
こ
す
「
原
因
を
少
な
く
」
す
る

対
策
で
す
。
具
体
的
に
は
す
で
に
ご
紹

介
し
て
き
た
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
み

条
約
、
パ
リ
協
定
等
に
よ
る
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
等
に
よ
る
排
出
削
減
、
そ

し
て
植
林
等
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
促
進
と
い
っ
た
、
脱
炭
素
・
ネ
ッ
ト

ゼ
ロ
へ
の
取
り
組
み
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。

第
40
回

気
候
変
動
へ
の
適
応

行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
教
授　
野
田 

真
里

２
．「
気
候
変
動
は
急
に
止
ま
ら
な
い
」

―
影
響
に
備
え
る
「
適
応
」

　
も
う
一
つ
の
「
適
応
」
と
は
、
気
候

変
動
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
「
影
響

に
備
え
る
」
対
策
で
す
。
気
候
変
動
を

極
力
抑
制
す
る「
緩
和
」と
と
も
に
、「
適

応
」
に
よ
っ
て
す
で
に
起
き
て
い
る
、

起
き
つ
つ
あ
る
気
候
変
動
の
影
響
を
軽

減
す
る
こ
と
も
極
め
て
重
要
で
す
。「
緩

和
」
に
よ
る
効
果
が
発
現
す
る
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
し
、
過
去
に
蓄
積
さ

れ
た
温
室
効
果
ガ
ス
の
影
響
等
も
あ

り
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
や
人
間
生

活
へ
の
影
響
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら
れ

ま
せ
ん
。「
気
候
変
動
は
急
に
止
ま
ら

な
い
」
の
で
す
。

　
従
い
ま
し
て
「
全
て
の
国
々
で
、
気

候
関
連
の
災
害
や
自
然
災
害
に
対
す

る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
適
応
力
を
強
化

す
る
」（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
13
・

１
）
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
日
本

で
は
、
気
候
変
動
へ
の
適
応
策
の
基
盤

と
し
て
、「
気
候
変
動
適
応
法
」
が
平

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
気
候
変
動
適
応
法
」
で
は
、
国
、

事
業
者
、
国
民
に
よ
る
責
務
や
国
際
協

力
に
加
え
て
、
地
域
社
会
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
地
域
気
候
変
動
適
応
計
画
策

定
の
努
力
義
務
（
第
12
条
）、
地
域
に

お
い
て
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
情
報

収
集
・
提
供
等
を
行
う
拠
点
「
地
域
気

候
変
動
適
応
セ
ン
タ
ー
」
の
確
保
（
第

13
条
）、
そ
し
て
広
域
協
議
会
に
よ
る

国
と
地
方
公
共
団
体
等
の
連
携
（
第
14

条
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

図　気候変動対策－緩和と適応
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